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鉄
砲
ざ
し
系
譜

　

人
形
芝
居
の
三
人
遣
い
は
川
界
に
冠
絶

す
る
操
止
て
あ
る
。
今
は
職
能
芸
団
の
久

楽
だ

け
の
ヒ
つ
に
旧
い
わ
れ
て
い
る
か
、
そ

れ

か

創
始
さ
九
た
十
八
川
紀
の
中
頃
か
ら

明
冶
期
に
か
け
て
、
圭
山
卍
々
山
々
の
散

所
・
巴
山
仰
月
こ
、
セ
ミ
プ
ロ
ま
た
は
ー
が

人
芸
と
し
て
盛
ノ
：
し
、
現
在
、
そ
の
芸
統

を
保
川
し
て
い
る
人
形
圧
・
カ
シ
ラ
た
け

を
温
存
す
る
人
形
故
地
の
数
は
、
へ
n
鼻
し

て

百
二

十
余
圧
。
北
限
は
向
倉
（
福
島

1
9
小
）
、
南
限
は
，
L
同
千
柚
（
宮
崎
県
）
。
そ

の

間
、
二
十
九
の
川
県
に
存
在
す
る
。
そ

の

カ
シ
ラ
数
は
女
楽
お
よ
ひ
人
正
以
後
の

ム
ム
一
仏
の
収
t
へ
　
“
r
J
除
エ
．
一
、
　
P
i
t
J
　
－
　
A
）
1
ハ
手
－
個
“

　

こ
の
六
千
個
の
三
人
．
氾
い
人
形
カ
シ
ラ

は

二
種
の
系
品
に
分
れ
る
。
誰
て
も
す
・
、

検
別
て
き
る
特
徴
は
ウ
ナ
ノ
キ
の
糸
を
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
　
　
と
　
　
　
し

い
た

場
ム
い
、
カ
ン
ラ
と
心
（
胴
）
串
の
ぴ

が
一
直
線
に
な
る
も
の
。
文
楽
系
は
．
　
の

カ
ン
ラ
を
川
い
る
。
お
な
し
く
ウ
ナ
ヅ
キ

の

糸
を
引
く
と
、
カ
ノ
ラ
か
2
0
～
3
0
以
、

礼
い
r
、
E
貝
巾
な
－
久
献
が
あ
る
．
、
寛
政
4
1

間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
ら
）
に
成
稿
し

た

と
い
わ
れ
る
「
浄
瑠
璃
詰
」
の
左
の
己

述
て
あ
る
。

　
”

人
形
と
つ
／
、
し
（
胴
串
）
、
西
は
引

　
せ

ん
、
束
は
小
独
と
て
違
U
、
片
板

　

（

’
T
）
、
突
卜
．
け
、
九
と
ふ
（
丸
胴
）
、

　
片
腹
万
な
i
s
な
東
西
の
流
あ
り
、
つ
か

　

万
手
と
て
指
五
－
不
働
く
も
の
あ
り
、
足

　
も
東
は
う
て
（
巳
ケ
‖
）
働
く
、
西
は
う
で

　

自
働
か
す
、
U
ハ
外
、
人
形
追
の
黒
か
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
リ

　

（
里

衣
）
、
四
は
前
の
視
、
や
は
り
打

へ
日

せ
、
東
は
1
ー
へ
日
札
の
如
く
左
白
の
か

㌻璽

2
　
之
1
1
舎
爪
〃
ノ
う
の
引
壮

つ
l

孜
砲
、
、
－
し
カ
／
ラ
の
ヲ
ヨ
f
（
、
　
　
∨
J
I
S
f
i
ノ
　
x
“
）

ノ

し

、

「
刀

田

衡

　
吉

お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ネ
じ

仰
向
く
も
の
（
写
真
1
参
照
）
。
そ
の
度
合

を
仰
毘
と
称
し
て
お
く
か
、
仰
毘
を
も
つ

カ
シ
ラ
の
こ
と
を
俗
に
”
鉄
砲
さ
し
カ
シ

ラ
”
。
そ
の
遣
い
方
を
“
鉄
砲
ざ
し
”
。

人
形
遣
の
ユ
ー
モ
ア
が
生
ん
だ
術
語
て
、

こ
の
カ
シ
ラ
を
川
い
て
人
形
を
操
る
場

台
、
這
手
の
左
手
が
左
前
方
に
延
ひ
て
、

ち
ょ
う
と
鉄
砲
打
ち
が
鉄
砲
を
楢
え
た
格

好
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
型
の
約
束
が
あ

る
の
て
、
こ
の
称
呼
が
生
れ
た
o
そ
の
時
、

人
形
は
見
物
衆
に
向
；
て
、
2
0
～
3
0
度
傾

く
o
カ
シ
ラ
の
仰
向
い
て
い
た
分
だ
け
傾

V
の
て
、
人
形
の
姿
か
た
ち
か
ナ
チ
ュ
ラ

ル

に

見

え

る
の
で
あ
る
。
こ
の
術
語
が
、

い

つ
、
ど
こ
て
日
れ
た
か
は
明
ら
か
て
な

し
が
、
鉄
砲
ざ
し
の
操
法
そ
の
も
の
は
、

一
人
遣
い
人
形
吋
代
か
ら
の
流
系
で
あ
J

て
、
十
七
坦
紀
の
裾
突
込
み
が
、
十
八
山

紀

初
頭
に
背
中
突
込
み
に
改
良
さ
れ
た
頃

こ

は
、
も
う
こ
の
操
法
か
生
れ
て
い
た
の

て

は

な
い
か
。
い
や
、
操
法
そ
の
も
の
は
、

’

さ
ち
才

く
ぐ
つ
廻
し
・
夷
昇
き
の
昔
か
ら
、
観
衆

に

対

し
て
傾
け
て
、
技
福
し
、
話
し
か
け

る
態
勢
を
一
取
っ
て
い
た
。
　
（
拙
著
『
日
－
不

の

人
形
芝
居
』
人
形
の
操
法
）

　
わ

れ
わ

れ
は

机

上
て

硯
念

を
た
た
か
わ

す

前
に
、
鉄
砲
さ
し
カ
シ
ラ
の
現
実
と
系

詰
を
直
視
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
て
あ
ろ

う
。　

こ

の

カ
ン
ラ
の
流
布
圏
は
淡
路
・
阿
波
。

貞
桑
・
川
上
（
岐
阜
県
）
　
・
視
沢
（
長
蛸

県
）
。
伊
那
の
黒
田
・
古
田
・
今
田
・
伊

豆
木
。
駿
河
静
岡
の
名
匠
、
人
形
屋
長
兵

衛
カ
シ
ラ
の
す
へ
て
。
神
奈
川
児
の
相
以

人
形
三
座
、
k
谷
・
林
・
丁
山
座
。
葛
生

吉
沢
（
栃
木
県
）
　
∴
川
亘
卯
小
の
古
カ
シ
ラ

の

す
へ
て
。
高
倉
（
福
島
県
）
。

　
以
上
の

各
地
は

十
八
阯
紀
の
古
カ
ン
ラ

を
温
存
す
る
、
人
形
メ
．
カ
と
し
て
知
ら

れ
て

い

る
が
、
そ
の
カ
シ
ラ
は
鉄
砲
さ
し

な
の
て
あ
る
。
二
れ
ら
の
う
ち
、
記
年
の

内
銘
あ
る
最
古
の
カ
シ
ラ
は
黒
旧
の
フ
ケ

女
形

て
、
元
文
l
k
年
　
（
一
七
三
七
）
京
都

の
製
作
。
仰
度
2
5
度
。
視
沢
の
景
卜
伯
は
3
0

皮
。
こ
の
カ
シ
ラ
は
景
眉
の
傑
作
て
あ

る
。
元
文
二
年
は
三
人
遣
の
操
法
が
創
始

さ
れ
た
享
保
十
九
4
か
ら
伜
か
に
三
4
後

て

あ
る
。
鉄
砲
さ
し
は
三
人
遣
の
最
初
期

の

機
巧
て
あ
る
こ
と
か
明
白
で
あ
る
。
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さ
て
、
久
楽
系
カ
ノ
ラ
と
鉄
砲
さ
し
カ

シ

ラ
に
は
、
も
う
1
つ
、
微
妙
な
相
異
か

あ

る
。
そ
れ
は
、
前
己
、
ウ
ナ
ノ
キ
を
つ

か

さ
と
る
糸
の
機
巧
て
あ
る
。
文
3
6
系
ヵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ご
せ
し

ン
ラ
の
糸
は
ト
字
川
ユ
の
鯨
歯
の
”
引
栓
”

こ

結
は
れ
、
胴
串
の
前
方
に
彫
ら
れ
た
淋

を
通
，
て
引
か
れ
る
。
　
（
写
貞
2
）
鉄
砲

さ
し
カ
シ
ラ
に
は
こ
の
描
辿
は
な
く
、
糸

は
チ

ョ

で
（
小
猿
と
も
い
う
）
と
称
す
る

ツ

ォ爪
状
の
凸
起
に
結
ひ
つ
け
ら
九
る
。
　
（
写

貞
3
）
そ
の
チ
ョ
ィ
を
、
遣
手
が
左
指
て

抑
え

る
と
、
人
形
の
百
か
う
な
つ
く
。

　

こ
の
倣
巧
の
相
異
は
、
大
阪
の
三
人
、
疋

人
形
芝
店
か
、
竹
本
座
と
豊
竹
圧
に
分

れ
、
し
の
ぎ
を
削
　
て
芸
術
的
人
成
を
1
1

さ
し
た
砧
果
て
ン
、
，
た
乃
て
ち
る
．
．
二
已
こ

メ

・

苓
三
ま
，
ξ
雪
モ
婁
－
予
讐
議
ー
寄
墨
§
培
ー
孝
寸
ー
妻
轟
豊
咋
“

　

た
に
て
か
け
る
”

　

西
と
は
1
1
本
庁
、
東
と
は
習
竹
座
の
こ

と
て
あ
る
。
三
人
造
の
操
法
が
発
明
さ
れ

て

か

ら
、
五
十
年
間
に
わ
た
り
、
両
．
坐

で
、
こ
の
よ
う
な
椴
巧
が
発
明
さ
れ
、
名

称
の
相
m
人
も
て
き
た
の
で
あ
る
。
両
座
の

里
、
衣
頭
巾
の
伝
統
は
、
現
代
の
文
楽
人
形

遣
に
も
寸
ら
れ
て
、
豊
竹
系
・
竹
本
系
か

　
一
見
し
て
わ
か
る
。

　

＃
に
”
西
は
引
せ
ん
、
東
は
小
狼
”
と

い

つ
説
川
は
カ
シ
ラ
の
系
譜
に
対
し
、
穎

る
重
袈
な
決
定
を
く
た
す
で
あ
ろ
う
。

　

す

な
わ
ち
、
文
楽
系
の
直
線
型
カ
シ
ラ

は

引
栓
式
の
機
巧
に
限
ら
れ
、
鉄
砲
さ
し

は
小
猿
（
チ
ョ
イ
）
人
に
限
ら
れ
て
い
る
。

辿
に

申
せ
は
、
引
栓
式
の
鉄
砲
さ
し
カ
シ

ラ
は
無
い
の
て
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
、
鉄

砲
さ
し
カ
ン
ラ
の
系
諸
を
豊
竹
座
系
と
川

断
す

る
の
で
あ
ろ
。
淡
路
道
重
功
廻
し
は

二
の
豊
竹
吐
の
芸
続
を
受
け
糾
い
ザ
＼
木

島
は
も
ち
ろ
ん
、
諸
田
を
巡
X
し
、
各
地

に

鉄
砲

さ
し
カ
シ
ラ
を
残
し
て
行
，
た
。

同
吋
に
、
そ
の
式
楽
と
し
て
八
三
番
と
白

黒
尉
面
を
伝
え
た
。
前
記
、
流
布
圏
に
、
手

け
た
諸
山
の
人
形
座
に
は
、
ぱ
路
伝
爪
の

他
に

白
黒
尉
面
を
伸
聖
視
し
て
、
今
な
お

人
茉
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
伊
り

各
地
・
拍
汗
、
卜
L
磯
・
志
摩
返
釆
・
相
枚

牧
勤
・
砦
前
伊
加
刊
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

曲
厄
竹
座
の
鉄
砲
ぷ
、
・
し
は
、
ゆ
戸
に
流
人

し
た
。
江
戸
三
人
遣
の
流
布
は
豊
竹
新
太

夫
の
功
と
い
わ
れ
て
い
る
か
、
追
手
の
系

諸
に
つ
い
て
は
不
明
と
い
う
の
他
は
な

V
、
十
九
坦
紀
に
な
＿
て
、
西
川
伊
三
郎

，
吉
川
L
伯
五
郎
が
鉄
砲
ざ
し
操
泌
を
堅
ハ

し
、
明
冶
に
及
ん
だ
。
吉
川
は
ぱ
路
出
身

と
い
わ
れ
、
水
戸
の
縫
左
衛
門
一
家
は
こ

れ

を
支
抽
し
て
、
開
東
に
鉄
砲
さ
し
の
芸

系
を
拡
け
た
。
こ
れ
が
、
現
且
、
山
爪
U
本
・

に

残

る
杁
砲
さ
し
カ
シ
ラ
て
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
カ
シ
ラ
を
川
い
る
5
1
・
言
は
時
八

物
が
土
て
、
凹
話
物
は
従
て
あ
，
た
。
淡

路

の
ー
4
殊
打
言
か
そ
れ
を
角
か
に
記
明
す

る
て
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
淡
路
狙
言

か
信
州
伊
那
の
山
村
を
始
め
、
‥
川
収
・
⊥

川
な
と
に
も
伝
わ
＿
て
い
る
こ
と
ま
、
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　

存
の
浄
瑠
璃
正
木
と
L
加
記
ほ
の
明
訓
す

る
と
こ
ろ
て
あ
る
。

　
約
言
す
る
と
、
鉄
砲
ざ
し
カ
ン
ラ
の
系

譜
は
三
人
追
の
創
始
期
に
発
端
し
、
T
’
と

し
て
曲
骨
竹
座
の
人
形
退
に
よ
‥
て
仙
川
さ

れ
、
こ
れ
を
受
け
て
ぱ
路
道
碇
坊
廻
し
か

各
地
に
迎
載
し
、
汀
戸
に
及
ん
だ
。
薩
厚

（縫
左
衛
門
）
・
西
川
・
吉
川
の
“
ム
派
が

そ

れ
て

あ
る
。

　
し
か
し
、
鉄
砲
さ
し
に
は
翔
台
美
を
損

な
う
欠
陥
が
払
　
た
、
人
形
を
傾
け
て
遣

わ

な
い
限
り
、
そ
の
人
形
け
仰
向
い
て
、

カ
ブ
キ
芝
居
の
按
摩
の
二
と
く
、
ア
ゴ
か

人
を
指
し
、
愚
鈍
に
見
え
る
の
て
あ
る
。

そ

れ
は

カ
シ
ラ
が
横
を
向
く
場
へ
日
に
も
お

き
る
。
川
せ
は
、
力
7
的
な
致
命
似
て
あ

る
。
て
、
人
形
遣
は
こ
れ
を
”
阿
呆
に
見

え

る
”
－
三
口
っ
て
嫌
　
た
。
て
、
そ
の
・
人

的
欠
陥
’
、
工
超
克
す
る
た
め
、
1
1
木
座
系
の

人
形
追
に
M
r
て
、
現
力
の
⊥
父
楽
に
見
る

よ
う
な
、
引
心
型
の
阯
線
人
形
が
コ
夫
さ

れ

た
。
ま
た
、
吊
り
肩
・
糸
爪
加
・
ノ
ト

木
の
横
臥
型
な
と
、
種
々
の
倣
巧
か
発
川

さ
れ
て
、
人
形
戯
の
写
丈
砂
技
は
ん
成
す

る
に
至
っ
た
の
て
あ
る
。
そ
の
典
型
が
久

楽
人

形
戯
に
あ
る
こ
と
は
叩
す
ま
て
も
な

い
o

　

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
鉄
砲
ざ
し
カ
シ

ラ
を
過
少
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
て
あ
ろ

っ
。
そ
こ
に
は
、
汕
経
・
合
十
な
と
、
一

也
の
古
浄
刑
璃
川
八
の
お
も
か
け
か
揺
々

と
し
て
た
た
u
い
、
わ
れ
ら
を
三
人
如
㊤
い

以
前
の
ソ
幻
泡
影
の
人
形
川
界
に
導
い
て

V
れ
る
。
鉄
砲
ざ
し
カ
ン
ラ
の
存
在
価
仙

は
た

た

に
、
人
形
操
見
の
撫
史
を
知
る
負

判
に
と
と
ま
ら
な
い
の
て
あ
る
。

　
　
　
　

（協
会
副
会
L
・
・
ム
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史
、
朱
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▼
．
玉
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丁
㍉
’
〃
一
・
量
－
ぶ
【
ξ
　
　
ピ
“
（
3
ヨ
ヨ
　
s
ぐ
吟
　
　
丁
・
　
■
、
ー
イ
t
t
」

F相
模
人
形
芝
居
」
の
選
択
に
つ
い
て

　
わ

が

国
に
は
、
民
俗
芸
能
l
－
民
俗
に

深
く
根
さ
し
た
芸
能
ー
1
が
多
1
1
多
様
な

形
で
、
ク
げ
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
二
れ

ら
の
民
俗
芸
能
の
中
に
は
、
ほ
と
ん
ど
、

芸

能
の
出
発
点
か
ら
あ
7
’
た
姿
を
、
そ
の

よ
う
に
残
し
て
い
る
も
の
。
中
世
か
ら
近

世
へ
か
け
て
の
濃
厚
な
民
川
信
仰
を
芸
能

と
し
て
、
強
く
表
現
し
て
い
る
も
の
。
農

・
山
・
漁
村
に
お
け
る
、
古
風
な
労
働
や

饗
宴
の
印
象
を
深
く
と
ど
め
て
い
る
も

の
。
さ
ら
に
は
、
民
俗
芸
能
の
境
界
を
脱

し
て
、
芸
術
の
領
域
に
入
ろ
う
と
す
る
も

の

等
、
芸
能
史
の
上
か
ら
杉
え
て
重
要
な

芸

能
が
多
数
存
在
す
る
。
ま
た
、
民
俗
芸

能
の

中
に
は
、
そ
の
舞
踊
の
様
式
や
歌
謡

の

旋
律
が
舞
踊
⊥
か
ら
、
ま
た
音
楽
上
か

ら
も
す
y
、
れ
た
も
の
が
多
／
、
伝
承
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
ム
ー
－
め
、
川
は
二
れ
ら
の
n
度
の
価

値
を
W
す
る
民
俗
芸
能
を
一
般
に
公
開
し

て
、
民
俗
芸
能
の
持
つ
価
値
を
‥
晋
及
・
啓

発
ユ
ー
：
力
と
と
三
二
、
　
こ
’
：
’
　
：
’
を
ほ
，
小
す
る
人

榎

本
由
喜
雄

々

が

そ
の
価
値
を
認
戚
し
、
保
存
の
意
欲

を
高
揚
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
都
道

府
県
教
育
委
員
会
の
尽
力
を
得
て
、
全
国

民

俗
芸
能
大
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能

大

会
を
企
画
し
、
助
成
し
て
、
観
客
・
出

演

者
の
双
方
に
感
銘
を
与
え
て
来
た
。

　

し
か
し
、
近
時
、
社
会
的
、
経
済
的
情

勢
の
急
激
な
変
容
な
ど
の
た
め
に
、
民
俗

芸
能
の
保
存
・
伝
承
は
き
わ
め
て
困
難
な

状
態
に
立
ち
い
た
っ
た
。
こ
の
た
め
、
国

は

民
俗
芸

能
の
保
護
方
策
を
一
段
と
強
化

す

る
日
的
の
も
と
に
、
こ
れ
ら
の
民
俗
芸

能
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
も
の
を
、
記
録

作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
文
化
財

と
し
て
選
択
し
（
「
文
化
財
保
護
法
」
第

五

十

六

条
の
九
に
よ
る
）
、
そ
の
実
施
し

て

い

る
木
来
の
時
期
に
、
実
施
し
て
い
る

本
来
の
場
所
で
、
実
施
し
て
い
る
本
来
の

方
法
に

よ
り
、
民
俗
芸
能
を
現
地
で
公
開

す
る
よ
う
勧
奨
し
て
、
そ
の
二
公
開
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
国
庫
に
お
い
て
補
助
す

乙
こ
と
と
し
、
全
国
各
地
に
伝
承
さ
れ
て

い

る
民
俗
芸
能
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
都

道
府
県
に
お
い
て
無
形
女
化
財
と
し
て
指

定

さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
、
次
の
選
択
方

針
に

よ
り
、
民
俗
芸
能
を
選
出
し
て
い

る
。　

〈
選
択
方
針

▽

　
全

国
の
民
俗
芸
能
の
う
ち
、
そ
の
分
類

種

目
の
代
表
的
な
も
の
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に

該
当
す
る
も
の

　

1
演
技
、
演
奏
法
お
よ
び
演
川
法
等
に

　
　
特
色
の
著
し
い
も
の

　

2
地
方
的
、
流
派
的
に
特
色
の
著
し
い

　
　
も
の

　

3
演
技
、
演
奏
法
お
よ
び
演
出
法
等
に

　
　
特
色
の
あ
る
も
の
、
ま
た
は
地
方
的

　
　

流
派
的
に
特
色
の
あ
る
も
の
で
、
か

　
　

つ
、
衰
滅
の
お
そ
れ
の
特
に
強
い
も

　

　

の

　

こ
の
結
果
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
、
鷲

宮
催
馬
楽
神
楽
（
埼
玉
県
）
、
佐
陀
神
能

（島
根
県
）
等
三
十
四
件
、
同
四
十
六
年

三
月
、
伊
予
神
楽
（
愛
媛
県
）
、
保
呂
羽

山
の
霜
月
神
楽
（
秋
田
県
）
等
三
十
件
、

同
十
月
、
比
婆
の
荒
抽
口
神
楽
（
広
島
県
）
、

板
橋
の
田
遊
び
（
東
京
都
）
等
二
十
六
件

の
民
俗

芸
能
が
選
択
さ
れ
た
。
な
お
、
第

一
回
の
選
択
の
際
は
神
楽
系
、
田
楽
系
の

芸
能
を
主
と
し
、
第
二
回
目
の
選
択
は
仲

楽
系
、
舞
台
芸
能
系
（
現
在
、
舞
台
芸
能

と
し
て
上
演
さ
れ
て
い
る
舞
楽
、
能
楽
、

歌
舞
伎
、
人
形
芝
居
等
の
原
型
ま
た
は
地

方

化
し
た
も
の
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る

民

俗
芸
能
）
を
主
と
し
、
第
三
回
の
選
択

は

田
楽
系
、
風
流
系
の
芸
能
を
主
と
し
て

選
択
し
て
い
る
。

　
神
奈
川
汎
三
ト
の
民
俗
芸
能
で
は
、
第
一

回
に
　
「
チ
＋
ッ
キ
ラ
コ
」
　
（
＝
一
ぱ
川
市
一
二
崎

・

ち
t
：
’
っ
き
ら
こ
保
存
会
）
、
第
二
回
に

F相
模
人
形
芝
居
」
　
（
厚
木
市
林
・
相
模

人
形
芝
居
連
合
会
）
、
第
三
回
日
に
「
吉

浜
の

屍
品
踊
」
　
（
湯
河
原
町
吉
浜
・
吉
浜

鹿
島
踊
保
存
会
）
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
相
模
人
形
芝
居
は
、
近
世

、

ヒ
方
・
江
戸
で
流
行
し
た
三
人
遣
の
義

太

夫
節
に

よ
る
人
形
浄
瑠
璃
が
、
相
模
地

方
で
民
川
化
し
、
今
日
に
伝
承
さ
れ
て
き

た

も
の
で
あ
っ
て
、
現
在
、
林
座
・
．
長
谷

座
・
下
中
座
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
先
代

萩
」
　
「
太
功
記
」
　
「
酒
屋
」
な
ど
十
数
曲

を
そ
の
演
目
に
持
っ
て
い
る
。
人
形
の
首

は
、
文
楽
ヒ
り
や
や
小
ぶ
り
で
、
鉄
砲
ざ

し
と
い
う
操
法
の
た
め
首
の
構
成
に
も
特

色
が
あ
り
、
人
形
芝
居
の
変
遷
の
過
程
を

知

る
う
え
に
山
日
重
な
も
の
で
あ
る
、
と
い

う
観
点
か
ら
選
択
さ
れ
た
。
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＿
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ご
か
た
ざ
ま
き
た

ヨ

大
会
に
よ
せ
て

相
模
人
形
芝
居
大
会
を
見
て

　
二
月
二
十
六
日
（
昭
和
四
十
七
年
）
に

藤
沢
の
市
民
会
館
で
、
川
杖
人
形
芝
居
の

全
部
が
集
っ
て
の
台
同
公
演
が
あ
る
と
、

田
立
文
化
財
研
究
所
の
三
隅
治
雄
先
生
か

ら
う
か
が
，
っ
、
て
、
や
は
り
こ
う
し
た
も
の

に

閲
心
を
お
持
ち
の
電
通
ラ
ジ
ナ
’
テ
レ

ビ
局
の
村
上
昌
氏
を
お
誘
い
し
て
m
の
中

を
会
場
に
這
入
っ
た
。
デ
ン
と
据
え
ら
れ

た

シ

不

・
カ
メ
ラ
に
記
“
撮
影
が
あ
る
な

と
思
い
は
し
た
が
、
迂
閲
に
も
、
パ
ン
フ

レ

ノ
ト
を
よ
く
見
る
ま
で
は
、
田
無
形
文

化
財
選
択
記
念
の
会
で
あ
る
こ
と
に
気
付

か

な
か
．
た
。
m
が
こ
の
制
度
を
講
し
て

二
年

匿
目
で
あ
る
が
、
下
中
座
．
長
谷
座

．

林
座
の
い
わ
ゆ
る
相
杖
人
形
芝
居
が
、

そ
の
伝
統
を
公
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
誠

に

悦
は
し
く
心
よ
り
お
侃
い
中
し
止
け
た

Jg
p　

さ
て
、
後
に
な
　
て
訪
計
’
．
巳
と
御
ひ
W

　
L
L
V
J
L
”
“
　
　
　
　
　
、
　
h
　
－
r
　
”
’
　
t
－
L
”
　
”
1

西

角
井
正
゜
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、

’

二
這
’
書
w
餐
撃
覧
▲

演
じ
た
足
柚
人
形
だ
け
が
舞
台
卜
駄
を
履

い

て

い

た

程
以
と
記
憶
し
て
い
る
。
・
土
遣

い

と
左
手
・
脚
追
い
の
身
k
上
の
バ
ラ
ン

ス

や

手
す
り
の
両
さ
に
よ
る
こ
と
だ
、
た

か
も
知
れ
な
い
が
、
皆
か
そ
ん
な
に
、
－
ハ
ラ

ン

ス

の

崩
れ
た
組
へ
日
わ
せ
で
も
な
か
；
た

ろ
う
，
つ
ま
り
、
と
ん
な
民
俗
芸
能
で
あ

れ
、
砂
す
る
時
に
は
川
人
る
た
け
姿
勢
を

丁

寸
気
凸
が
欲
し
い
v
そ
し
て
そ
れ
が
感

動

を
呼
ひ
起
す
の
て
あ
る
。
敢
え
て
u
凸
・
言

ゐ

い

た

こ
と
を
云
わ
し
て
い
た
だ
い
た

か
、
最
後
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
ろ
し
た
メ

モ

か

ら
一
下
し
て
4
き
た
い
。

　
林
座
は
「
奥
州
石
産
原
」
の
袖
萩
を
な

か
な
か
に
遣
　
て
見
せ
た
し
、
　
「
太
十
」

て

は

女
子
同
校
俳
が
多
数
参
加
し
て
頼
も

し
か
，
た
、
上
谷
座
も
「
酒
岸
」
の
後
ド

は
・
・
　
と
出
来
て
い
た
。
卜
中
座
は
触
技

か
少

々
直
味
な
W
」
し
で
あ
，
た
v
三
座
の

外
な
が
ら
足
柄
人
形
芝
川
は
、
人
形
を
遣

う
二
と
に
興
昧
と
喜
び
を
1
8
し
て
い
る
よ

う
て
、
想
，
た
u
り
ー
川
氷
だ
、
た
。
前

白
，
叶
は
、
ま
だ
一
コ
縣
」
命
と
云
，
た
段
階

か

と
己
憶
し
て
い
る
。

　
観
客
も
に
く
垣
人
，
て
い
た
。
中
に
は
、

こ
の
公
直
の
全
て
の
〃
伊
川
璃
を
詰
し
て
い

て
、
人
形
の
動
き
に
も
一
々
云
い
及
ん
て

い

た

人
も
あ
り
吃
苛
り
さ
せ
ら
れ
た
か
、

を
受
け
た
が
、
一
個
客
と
し
て
楽
し
み
に

行
っ
た
の
だ
し
、
何
よ
り
も
永
田
衡
吉
先

生

と
云
う
大
先
生
が
い
ら
っ
し
や
る
の
だ

か

ら
と
逡
巡
し
て
し
ま
っ
た
次
第
な
の
で

あ
る
。
だ
が
、
軽
々
し
く
も
承
知
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
単
な
る
見
物
人
の
戯

言
な
が
ら
、
　
一
筆
書
か
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

　
日
木
の
人
形
芝
居
と
云
え
は
、
人
形
浄

瑠
璃

文
楽
と
云
う
の
が
通
り
相
場
で
あ

る
。
貝
諭
は
な
い
が
、
胆
界
の
人
形
芝
居

か

ら
見
る
と
、
人
形
遣
い
が
堂
々
と
身
休

を
見
せ
て
人
形
を
操
る
と
い
う
の
は
異
例

で
あ

る
。
人
形
の
限
界
で
こ
の
方
法
て
し

か
写
実
1
4
を
褐
る
こ
と
が
出
来
な
か
。
た

の
で
あ

る
。
遣
手
が
隠
れ
る
と
い
う
常
識

を
敢
え
て
逸
脱
し
た
と
こ
ろ
に
飛
躍
的
発

展
が
牛

れ
た

の

で
あ

る
。
素
顔
を
見
せ
て

の

出
追
い
も
右
な
わ
れ
る
。
最
早
、
人
形

伽
羅
を
な
ぜ
メ
イ
ボ
ク
と
読
ま
せ
る
の

と
白
を
捻
，
て
い
た
り
し
て
可
笑
し
か

た
。
だ
が
、
本
当
は
こ
う
し
た
人
々
に
よ

e

て

こ

そ
こ

の

人
形
芝
居
は
支
え
ら
れ
て

い

た

の
で

あ
＿
て
、
無
形
文
化
財
保
存
川

　
　
’
r
　
　
　
ノ
’
　
　
、
　
　
　
～
　
、
　
’
”
　
　
　
，
　
　
　
、
　
　
　
～
　
　
　
r

遣
い
は
役
者
（
淡
路
で
は
こ
う
呼
ぶ
）
に

変
身

し
た
の
て
あ
る
。
こ
の
点
で
文
楽

は
、
人
形
芝
居
で
あ
っ
て
人
形
芝
居
で
な

く
な
っ
た
の
て
あ
る
。

　
相
模
人
形
芝
居
も
文
楽
の
よ
う
に
厳
し

い

H
夫
と
訓
練
を
積
め
ば
、
文
楽
に
比
肩

し
得
る
舞
台
を
見
せ
る
こ
と
が
出
来
る
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
農
村
芸
能
の
ま
ま

固
ま
っ
て
も
う
こ
れ
以
上
の
発
展
を
期
行

出
来
な
い
休
質
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

地
方
芸
能
が
哀
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る

今

日
、
芸
が
頭
打
ち
な
の
は
止
む
を
得
な

い
o
そ
れ
が
問
題
と
云
う
わ
け
て
は
な
い

が
、
古
く
は
江
戸
系
と
し
て
東
都
を
も
賑

わ

し
た
筈
で
あ
る
。
私
は
、
　
一
度
文
楽
の

人
形
遣
い
に
こ
の
相
模
人
形
を
遣
っ
て
み

て

も
ら
い
た
い
と
思
う
。
さ
す
れ
は
、
相

横
人
形
の

体
質
も
E
成
り
は
っ
き
り
す
る

か

も
知
れ
な
い
。
文
楽
の
人
形
と
相
模
人

形
の

違
い
に
つ
い
て
は
、
永
田
先
生
の
大

著
「
日
本
の
人
形
芝
居
」
　
（
錦
正
社
）
に

訂
し
く
吉
か
れ
て
い
る
の
で
出
来
る
だ
け

御
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
そ
の
最
も
大
き

　
　
　
　
　
　
　
か
し
ら

な
違
い
は
操
法
と
首
の
形
杁
的
な
相
違
と

云

う
。
相
模
人
形
は
人
形
を
前
傾
さ
せ
て

遣

う
、
鉄
砲
ざ
し
と
云
う
遣
い
方
で
あ

る
。
江
戸
哨
代
に
全
国
を
興
行
し
て
歩
い

た
淡
路
の
人
形
の
影
塾
口
を
受
け
て
4
れ
た

地
方
の
人
形
は
、
皆
こ
の
鉄
砲
さ
し
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
明
治
に
な
っ
て
阿
淡
の

人
形

は
、
首
も
子
供
の
頭
位
も
あ
る
大
き

さ
に
な
り
、
胴
も
等
身
に
近
い
ほ
ど
に
変

化

し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
日
て
は
昌
口

の

鉄
砲
さ
し
の
技
術
が
い
か
ほ
ど
の
も
の

て

あ
っ
た
か
想
像
す
る
わ
け
に
も
い
く
ま

い

が
、
近
年
の
阿
路
人
形
は
ま
だ
相
当
に

遣
っ
て
い
た
し
、
現
在
も
阿
路
人
形
の
遣

い

手
が
文
楽
で
も
活
躍
し
て
い
る
の
で
、

そ

の

木
来
の
技
術
の
程
度
を
疑
う
必
要
は

な
さ
そ
う
に
思
う
。
さ
て
、
そ
う
云
う
意

味
で
、
現
在
の
相
枳
人
形
の
遣
い
手
か
ら

文
楽
に
助
け
人
と
し
て
出
ら
れ
る
人
は
な

さ
そ
う
て
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
人
形
の
形

態
上
の
問
題
よ
り
、
や
は
り
技
術
上
の
問

題
の
方
が
珠
刻
な
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の

て

あ

る
。
無
論
永
田
先
生
が
云
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
椋
さ
ま
な
特
殊
什
、
目
的
の
違

い
は
あ

る
。
ま
た
、
現
在
の
姿
で
も
の
申

せ

は
I
方
は
全
く
の
職
業
集
団
、
他
方
は

全

く
の
片
手
間
の
同
好
者
の
残
在
的
な
会

と
い
っ
た
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
。
し
か

し
、
人
形
を
遣
う
心
の
問
題
も
あ
る
と
思

わ

れ
た
。
腕
吋
引
司
を
は
め
た
ま
ま
の
人
も

い
た

し
、
不
思
議
な
こ
と
は
元
来
履
い
て

い

た

鋼
台
下
駄
を
殆
ん
ど
使
用
し
て
い
な

か

；

た
こ
と
た
。
わ
す
か
に
「
壷
扱
」
を

一 8一

も
こ
の
名
作
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
含
仏
は
、
文

楽
で
は
制
作
さ
れ
な
い
圧
巻
で
あ
c
た
。

　
　
　

（国
立
劇
場
　
　
制
作
・
演
川
）
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N
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ζ
く
　
　
　
’
　
　
　
ハ

あ
る
人
形
つ
か
い
の
死

　
朝
に
は
ま
だ
間
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
た
ナ

　
昭
和
七
年
く
れ
。
小
田
原
市
小
竹
の
道

路
端
に

而

し
た
九
尺
二
間
ひ
と
ま
き
り
の

n
い
で
、
ぴ
，
川
の
人
形
つ
か
い
が
死
ん

た
。
相
梗
に
人
形
を
伝
え
た
江
戸
系
最
後

の

師
匠
、
西
川
伊
方
衛
門
。
七
四
歳
ー
。

　
盲
目
の
義
太
夫
語
り
て
内
縁
の
女
房
だ

　

た
よ
し
が
、
L
骸
の
か
た
わ
ら
に
ぽ
つ

ん

と
座
り
見
え
ぬ
目
を
宙
に
据
え
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
　
　
　
の
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ウ

が
漏
の

“

チ

ョ

ゥ
チ
ン
、
チ
ョ
ウ
チ
ン
”

と
い
い
な
が
ら
子
供
が
い
や
い
や
で
も
す

る
g
う
に
首
を
左
右
に
動
か
し
て
い
た
。

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
み
り
よ
つ
ち
ん
　
　
　
　
　

　
チ

ョ

ウ
チ
ン
、
提
燈
。
丈
し
が
な
せ
こ

れ

を
口
痛
に
し
た
の
か
だ
れ
も
知
ら
な

い
。

　

「
お

前
を
秘
戚
弟
子
の
つ
も
り
で
台
て

加
　
藤

雅

　
毅

て

き
た
」
と
死
ぬ
数
日
前
い
わ
れ
た
小
沢

孝
職
氏
（
七
〇
歳
・
現
下
中
座
座
k
・
農

業
）
が
五
尺
そ
こ
そ
こ
の
師
匠
の
亡
？
x
を

た
て
棺
に
納
め
た
。
そ
の
場
に
爪
あ
わ
せ

た

も
の
、
小
沢
氏
の
ほ
か
伊
左
衛
門
の
又

弟
吉
田
冠
十
郎
、
よ
し
の
実
弟
吉
田
川
五

郎
ら
数
人
。

　

「
お

れ
は

水
戸
藩
の
武
家
の
出
だ
」
と

い
っ

て

い
た

帥
匠
だ
g
た
が
水
戸
か
ら
は

ひ

と
り
も
こ
な
か
．
た
。

　
桐
の
川
話
役
が
棺
を
か
つ
ぎ
、
斧
列
は

束
際
寺
を
目
指
す
。
流
れ
の
芸
能
者
が
こ

の

地
に

土

豹
し
て
、
や
が
て
二
十
W
に
な

ろ
う
と
し
て
い
た
。
η
の
源
が
迫
っ
て
い

　
　
　
　
　
よ
　
そ
も
の

た
。
村
人
は
他
川
者
の
死
に
無
関
心
た
っ

た
。

”
。
下
中
座
‥
1
1
の
晶
・
．
工
綬
ん
1
1
丁
る
と
次
の

k
う
だ
。

　

二
十
歳
に
も
な
；
て
人
形
か
、
義
太
夫

の

一
節
も
う
な
れ
な
け
れ
は
　
　
と
い
う

大

正
の

は

じ
め
二
の
宮
の
木
賃
宿
に
い
る

二
人
を
小
1
1
の
若
い
衆
か
ヶ
つ
け
、
そ
の

ま
ま
村
i
、
止
れ
て
き
た
。
が
、
、
川
ま
る
所

が
な
い
。
て
、
‥
果
際
占
に
力
け
人
n
，
て
、

本
堂
西

の

問
十
二
畳
を
借
り
た
。
四
十
八

の

よ
し
は
1
1
1
味
ひ
と
桿
、
ひ
と
ま
わ
り
も

η
の
違
う
伊
左
衛
門
は
、
中
人
形
に
つ
か

う
人
形
ム
ロ
四
・
五
台
と
、
人
形
卜
五
あ
ま

り
。
あ
と
は
な
に
も
な
か
，
た
。

　

素
杜
に
つ
い
て
h
ぼ
ろ
け
な
か
ら
知
り

得
た
こ
し
一
と
い
え
は
、
彼
が
武
家
の
出
て

あ

る
こ
と
。
先
妻
と
の
問
に
息
r
か
ひ
と

り
あ
り
、
箱
根
の
床
屋
て
η
季
奉
ノ
ロ
中
て

あ

る
と
い
う
二
と
ぐ
ら
い
で
あ
7
た
．

　
18

情
の
起
伏
の
い
か
に
も
激
し
い
伊
左

衛
門
に
く
ら
べ
、
喜
努
愛
哀
を
旅
路
の
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

に
捨
て
て
き
た
、
と
い
う
感
し
の
ヒ
し
。

表
1
6
が
ま
る
て
な
い
。

　

と
も
か
く
、
こ
う
し
て
L
」
小
犀
技
ま
か

始

ま
つ
た
。
人
形
を
教
え
る
伊
左
衛
門
は

観
音
堂
’
．
エ
、
義
太
L
人
の
ヒ
し
は
西
の
間
を

教
室
に
仙
，
た
。
人
形
の
月
謝
は
米
三

＿《＿
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盲
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I
I
I
叶
ち
ヨ
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x
　
l
t
　
　
L
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褒
　
コ
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凸
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「婁
τ
．

lそ

1
1
。
そ
れ
ご
当
番
を
決
力
て
、
毎
晩
徳
刊

一
小
を
ハ
参
し
た
。
五
・
口
も
飲
む
と
見
境

い

な
く
か
ら
む
の
て
、
た
れ
い
う
と
も
な

く
徳
刊
一
木
に
な
　
た
。
そ
の
酒
を
飲
み

な
が
ら
久
楽
で
は
あ
ま
り
や
ら
な
い
“
か

ち
手
の
つ
し
ろ
万
”
や
”
吉
田
の
汐
き
”

な
と
の
ダ
で
ナ
ミ
．
ク
な
江
戸
の
操
己
を

披

蕗
し
た
v
小
柄
た
，
た
せ
い
か
立
回
り

の

激
し
い
旧
代
も
の
ヒ
り
、
技
て
7
1
せ
る

川
爪
も
の
が
得
芭
だ
．
た
。

　

さ
て
、
よ
し
＼
の
月
謝
は
米
一
列
に
命

三

川
。
O
と
月
戸
ヨ
日
プ
ニ
段
も
ナ
。
月
の

r
分
は
M
し
が
語
り
、
そ
の
川
に
久
句
を

1
6
．
汕
。
残
り
の
上
月
を
弟
子
が
語
る
。
彼

女
は
百
花
以
上
も
義
人
夫
を
語
る
）
］
と
が

Y）
　
J
．
T
J
た
。
人
形
に
人
口
わ
せ
易
い
語
り
だ

た
。
連
口
し
’
八
人
も
芦
占
を
つ
け
る
と

さ
す
が
の
ヒ
し
も
f
を
川
い
た
。
そ
の
ヒ

し
か
男
の
了
を
コ
ん
R
の
は
、
小
竹
へ
A
I
、
」

た
月
、
年
の
こ
と
。
と
り
あ
げ
は
あ
さ
ん
宅

に

走
る
も
の
、
2
日
吻
を
湧
か
す
も
の
、
迫

祖
神
を
倒
す
と
万
1
7
た
と
い
う
の
て
あ
せ

近

を
駈
け
川
す
も
の
、
よ
し
の
川
川
は
目

の
41

W
だ
、
た
。
か
、
赤
ん
坊
は
川
向
う

＼

里
．
＋
に
出
し
た
。

　

農
梁
川
。
丁
小
犀
教
土
二
出
人
り
す
る

も
の
が
い
な
く
な
る
。
す
る
と
三
昧
を
背

力
’
た
L
し
の
千
’
．
㌧
い
、
い
て
伊
左
街
門
は

「
　
　
　
・
　
7
　
ヰ
3
　
　
三
一
二
呂
　
二

，
一
1
1
日
の
人
り
、
”
　
’
－
、
し
の
丁
が
い
つ
す
’

」
動
く
0
1
’
．
エ
、
小
沢
孝
蕨
氏
は
不
思
ぽ
な

も
の
て
も
な
る
よ
つ
に
見
お
ろ
し
て
い

た
。ち

よ
ノ
ク
し

”

捉
袷
”
の
つ
ふ
や
き
は
も
は
や
き
こ
え

な
か
　
た
c

　
段
、
川
の
芸
能
者
は
m
八
川
て
死
ん
だ
。
寸

中
巴
、
前
自
ノ
性
、
L
谷
座
、
林
座
の
古
老

た

ら
は
い
ま
て
も
伊
ゐ
砧
門
と
人
形
を
迅

　

た
U
の
二
と
を
お
ほ
え
て
い
る
。
足
柄

人
形
座
を
加
え
て
現
在
県
寸
に
五
川
。
こ

の

数
与
は
県
．
甲
付
て
は
n
木
一
だ
。
そ
し

て

そ
の
四
座
ま
て
を
手
力
け
た
四
川
伊
力

街
門
は
、
い
ま
川
収
人
形
中
興
の
恩
人
と

肺
仙
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
如
杖
の
人
形
は
漂
、
川
右
の
血
と

d
を
吸
い
こ
ん
て
パ
兀
成
し
た
の
た
＿
た
c

　

（

N
E
T
朝
n
制
伯
・
制
W
部
次
止
）

（
緬
集
者
己
・
加
藤
氏
は
テ
レ
ビ
番
川

r
U
ト
の
人
形
た
ち
」
制
竹
の
た
め
、

川
収
人
形
芝
居
を
撮
”
．
〃
さ
れ
た
。
）

〉
〆

／

t

川
を
出
た
。
と
こ
へ
行
く
の
か
誰
れ
が
聞

い
て

も
答
え
な
か
　
た
。
ひ
と
月
ほ
と
て

店
っ
た
か
、
　
「
芸
人
は
凸
な
く
と
c
て
、

き
れ
い
に
使
う
も
の
よ
」
と
い
い
な
が
ら

近
所
に
束
子
を
配
，
た
り
し
た
。

　
平
塚
の
前
烏
座
、
厚
木
の
長
谷
、
林
座
、

特
定
の
ひ
い
き
筋
　
　
、
よ
そ
の
村
へ
出

稽
古
に
い
く
事
も
多
か
、
た
。
そ
う
し
た

場
∧
u
、
い
く
先
き
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
ぷ
巾

と
し
た
し
、
よ
し
を
連
れ
て
い
く
こ
と
は

次
し
て
な
か
．
た
。
だ
か
ら
よ
し
を
連
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
と
っ
け

て

の

ひ

と
月
も
の
血
、
断
外
出
は
、
門
伺
し

て

斐
い
て
い
る
こ
芭
い
な
い
。
伺
人
は
そ

う
ち
え
た
。

　
流
れ
の

口
々
、
彼
ら
は
と
こ
を
歩
い
た

も
の
た
ろ
う
。
よ
し
が
語
る
と
き
、
伊
左

衛
門
は
な
に
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
人
可
妙
な
人
婦
た
．
た
。
お
よ
そ
二
人
が

語

り
合
，
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
か
な

い

。
家
て
の
伊
左
衛
門
は
終
日
人
形
の
カ

ノ

ラ
や
衣
、
ム
を
つ
く
　
て
い
た
し
、
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
り
よ
つ
ふ
り
じ
　
ち
コ
ロ

は
、
と
い
え
は
債
を
向
い
て
”
拠
燈
．
、
提

桝
と
つ
ふ
や
い
て
い
る
。

　

物
が
見
え
る
口
て
み
た
最
後
の
も
の
が

提
燈
で
て
も
あ
＿
た
の
か
。
門
付
け
、
提

怜
、
ふ
た
り
の
仲
、
芸
旭
。
い
す
れ
も
弟

了
た
ち
の
想
像
の
域
を
出
て
は
い
な
い
の

」

カ
　
　
、
仙
川
な
二
と
は
誹
た
り
と
」

土

着
し
た
“
流
れ
の
も
の
”
た
，
た
こ

と
。
伸
秘
的
て
あ
り
、
と
き
と
き
す
る
ヒ

う
な
技
を
も
e
，
て
い
た
こ
と
。

　
食
事
は
伊
左
衛
門
か
つ
く
っ
た
。
と
ん

ふ

り
こ
飯
に
お
か
ず
を
の
せ
て
さ
し
だ
す

　
　
　
　
　
ザ
　
　
　
コ

と
、
よ
し
は
う
ま
い
の
か
、
ま
ず
い
の
か
、

ひ

と
語
も
い
わ
す
に
食
へ
る
。
そ
ん
な
風

景
を
子
供
た
ち
か
遠
く
か
ら
こ
わ
二
わ
見

て

い
た
。

　
伊
左
衛

門
は
よ
V
利
人
と
衝
突
し
た
。

ち
よ
っ
と
し
た
凸
」
見
の
違
い
か
け
ん
か
二

飛
躍
し
た
。
酔
，
て
か
ら
ん
た
あ
け
く
の

果
て
、
取
っ
組
み
合
い
に
ま
て
発
展
す
る

こ
と
も
あ
；
た
。

　

rこ
ん

な
月
て
な
く
と
も
お
れ
は
食
え

る
。
さ
あ
は
あ
さ
ん
．
［
　
V
そ
！
」
伊
左
簡

門
は

と
な
り
、
よ
し
は
ふ
る
え
な
か
ら
三

昧
を
背
負
い
、
　
か
た
り
は
出
て
い
く
o

　

も
し
伊
左
衙
門
か
若
け
れ
は
、
そ
の
ま

ま
流
九
の
〃
－
活
に
も
と
れ
た
か
も
し
れ
な

い
。

し
か
し
彼
は
す
て
に
老
い
て
い
た

し
、
流
れ
の
生
活
の
む
な
し
さ
や
苫
し
さ

を
知
り
つ
く
し
て
い
た
に
庄
い
な
い
。
彼

ら
は
ま
た
小
1
1
へ
も
と
．
た
。

　
東
際
丁
て
の
牛
活
は
お
ヒ
そ
二
年
て
終

，
た
。
息
了
の
η
季
が
明
け
、
父
祝
の
伺

む

小

1
4
へ
V
る
こ
と
に
な
＿
た
か
ら
だ
。

　

小
沢
孝
肢
氏
の
父
か
ー
地
を
提
供
L
、

ち

三
こ
ま
き
三
言
r
ξ
玉
1
4
零
」
L
蠕
義
裏
草
菖
妻
茅
」
量

相
模
人
形
芝
居
大
会
に
出
演
し
て

　

今
か
ら
お
g
そ
二
百
年
位
の
昌
か
ら
’

相
収
川
に
は
十
五
ケ
所
ほ
と
の
人
形
を
使

う
部
落
か
あ
り
ま
し
た
か
、
吋
八
の
移
り

変
り
と
n
ハ
に
次
第
に
川
減
し
て
、
昭
和
の

吋
代
に
は
仲
か
三
座
を
残
す
の
み
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
江
戸
系
の
鉄

砲
さ
し
と
い
う
使
い
方
て
、
大
阪
叉
楽
と

は

異
，
た
4
5
色
を
も
，
て
お
り
ま
し
た
。

　
昭
和
1
1
十
k
s
’
x
＝
－
に
文
化
財
保
護
法
か
制

・

江
さ
れ
て
か
ら
、
各
地
て
民
俗
芸
能
保
存

の

声
も
商
ま
り
、
神
奈
川
児
に
お
か
九
て

も
、
直
（
　
先
に
k
谷
・
U
W
・
卜
中
座
を
県

無
形
立
化
財
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
神

奈
川
県
民
俗
芸
能
保
存
協
会
も
発
足
し
、

各
柿
の
民
俗
芸
北
肥
の
保
存
に
は
＝
僧
の
拍

中
か
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
民

俗
芸
能
の
一
番
の
悩
万
は
後
琳
者
川

題

で
、
相
枚
人
形
芝
居
と
て
例
外
て
は
あ

り
ま
せ
ん
。
各
座
k
さ
ん
達
も
そ
れ
そ
れ

の

立
場
か
ら
手
を
れ
，
て
お
ら
れ
る
g
う

て

す
が
、
呼
へ
と
も
答
え
す
、
笛
吹
け
と

岩

　
崎
　
正
　
美

東
祭
～
に
あ
る
伊
方
川
門
＿
h
　
1
よ
し
の
暴

弟
子
た
ち
か
材
杜
を
拮
ち
ヒ
　
て
九
尺
二

間
、
○
と
川
き
り
の
伊
左
”
川
門
邸
が
て
き

あ

が
，
た
。
そ
し
て
，
）
，
）
で
商
売
を
始
ゐ

勾

こ
と
こ
な
，
た
息
．
ー
の
開
店
祝
い
を
か

ね

て
、
人
形
の
タ
へ
を
川
借
し
た
。

　

刺
し
こ
む
ヒ
う
な
ヒ
し
の
義
人
大
に
束

せ

て
、
伊
方
衡
門
か
人
形
を
述
，
て
〃
せ

た
。
癒
但
、
日
川
川
。
人
形
は
ひ
と
り
痘

い
、
川
口
の
中
人
形
た
　
た
。
彼
か
d
戸

て

名
う
て
の
⊥
足
い
千
て
あ
　
た
こ
と
を
弟

．

－
”
－
た
ち
は
改
め
て
思
い
出
し
た
。

　

ヒ
し
は
老
い
た
。
伊
ゐ
川
川
の
死
後
は

外
出
も
少
な
く
、
い
‥
そ
つ
無
1
1
こ
な

た
。
昭
和
十
三
η
、
丈
し
は
他
界
し
た
。

六

四

歳
た

　
た
。

　
そ

の

日
　
　
。
次
第
こ
“
U
識
の
う
す
九

て

い

く
な
か
て
彼
女
の
手
た
け
が
コ
き
て

い

た
。
ノ
ー
丁
を
仲
は
し
て
ま
る
め
、
右
丁

‥

二
　
叫
の
、
チ
を
朽
　
て
し
ろ
つ
も
り
の

m
a
v
，
e
w
．
v
f
p
t
p
a
l
a
F
a
p
l
e
g
e
h
e
L
w
w
，
　
s
’
i
s
m
e
1
；

踊

ら
す
の
杁
態
て
、
今
の
若
い
人
達
に
は

何

か
あ

わ

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
て
し
ー

う
か
。
次
第
に
座
口
目
が
．
回
へ
ー
、
化
し
て
い
v

中
て
、
後
粘
者
云
ー
－
成
は
緊
急
を
変
す
る
悩

万
と
な
‥
て
n
り
ま
す
。
そ
こ
て
、
昭
和

45

年
暮
に
各
座
k
が
話
し
合
、
た
都
果
、

「
相
模
人
形
芝
居
辿
合
会
」
を
鮎
成
す
る

こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
三
座
か
独
・
v
し

て

活
動

し
て
い
た
の
を
お
7
1
い
に
連
絡
を

保
ち
、
共
通
の
川
題
は
協
力
し
へ
日
．
て
R

処

し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
て
あ
り
ま

す
。
顧
川
に
県
文
化
財
杣
寸
門
委
員
の
木
田

伽
吉
先
づ
、
参
与
に
県
叉
化
財
保
護
堺
k

を
迎
え
て
、
ま
ず
は
態
勢
つ
く
り
に
可
心

い

た

し
ま
し
た
。

　
各
座
の
一
層
の
成
川
ー
り
を
つ
く
、
た
の

は
、
四
十
六
4
1
四
月
に
川
無
形
文
化
財
の

産

択

を
受
け
た
こ
と
て
あ
り
ま
す
。
や
は

り
、
　
一
つ
の
区
切
り
が
あ
る
こ
と
は
必
要

て

各
座
員
の
、
悟
U
も
ひ
と
し
お
て
あ
＿
た

g
う
て
す
。
そ
し
て
、
よ
る
二
月
二
十
六

B
．
↑
は
こ
の
記
ム
心
公
‥
演
を
藤
〔
沢
市
民
く
台
日

lu

て
催
し
主
し
た
　
旗
、
ろ
二
当
U
ぱ
－
憎
と

朝
か
ら
降
ろ
二
と
の
少
な
し
川
ー
ガ
陥
‥
り
出

し
、
後
に
は
山
と
変
り
ま
し
た
が
、
・
L
催

者
側
も
筒
客
か
・
少
な
い
た
う
つ
と
月
信
巾
に

心

配

さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
か
、
朱
に
反

し
て
十
二
吋
三
十
分
の
開
，
山
の
川
は
殆
ん

と
満
員
の
成
肌
尻
て
、
主
借
者
も
私
と
も
出

山

者
も
人
－
汚
ひ
て
あ
り
ま
し
た
。
当
n

は

国
芒
択
の
三
座
の
他
に
、
復
活
し
た
前

P
ノ
座
と
足
柄
人
形
之
居
も
債
助
出
山
し
、

五
座
の

ば
砂

と
あ
，
て
I
E
が
人
d
を
ム
肌

し
て
の
効
、
砂
て
あ
り
ま
し
た
。
御
’
各
も
ま

た
効

心
に

見
人
，
て
ト
さ
い
ま
し
て
、
見

せ

場
に
な
る
と
あ
ち
こ
ち
て
拍
丁
が
起

り
、
出
山
者
に
人
き
な
励
万
を
1
3
え
て
く

れ

ま
し
ナ
。
観
各
と
出
油
者
か
強
く
結
け

れ
た

川
台
と
し
て
、
私
は
‖
富
に
成
」
銘

し
、
今
日
ほ
と
嬉
し
か
　
た
こ
と
は
初
ゐ

て

て

あ

り
ま
す
。
こ
の
人
会
を
倣
に
二
れ

ら
貴
重
な
占
典
芸
？
S
　
，
．
，
　
J
ゼ
ひ
と
も
後
川
に

伝
え
な
け
れ
は
と
加
感
し
、
b
を
川
た
に

し
た
次
節
て
す
。

　

ま
た
特
グ
P
川
末
る
こ
と
は
、
林
吐
の

r人
寸
」
の
川
多
く
の
女
，
パ
パ
か
出
、
仙
し

た

こ
と
で
あ
り
ま
す
ら
こ
れ
は
、
県
ウ
厚

木
東
向
レ
教
司
て
あ
り
ま
づ
沼
川
貞
乃
先

T
か
私
の
家
の
す
！
、
前
三
お
臼
い
に
な

一 工1一

t

’
－
’
＋
　
a
l
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．

p
m
－
－
’
“
“
t
h
i
’
　
－
し
l
a

’

て

い
b
れ
パ
こ
と
か
ら
、
も
る
哨
隅
鉄
こ

も
臼
レ
叶
に
呼
ひ
か
け
て
乃
ヒ
う
か
，
と

の

話
し
て
v
U
見
か
一
攻
し
、
可
速
に
先
コ

か
「
徒
こ
ア
／
ケ
ー
ト
0
3
ヒ
・
つ
な
［
ハ
へ
1
1
三

呼
，
）
か
け
て
十
さ
い
ま
し
入
1
1
。
」
U
外
に
も

三
卜
名
ほ
と
の
希
山
上
者
か
あ
り
、
噴
η
六

月
力
ら
稽
占
を
始
ゐ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
艮

に
呑
η
込
・
ノ
が
ワ
・
く
十
月
十
六
、
七
日
の

同
レ
の
久
化
穴
小
ご
は
ウ
派
に
1
血
出
来
ま

し
た
，
こ
れ
か
ノ
、
打
評
を
凶
し
、
L
二
月

二

日
に
は
N
H
K
の
テ
レ
ビ
缶
汕
て
放
映

さ
れ
プ
ま
イ
こ
十
り
ま
し
た
、
な
お
、

引
，
肌
’
、
、
J
　
F
－
r
小
片
」
乞
肝
」
命
こ
鴉
凸
し
て

』
り
、
川
収
人
形
芝
川
の
保
有
に
人
き
な

力
と
刺
激
と
小
唆
を
／
」
ん
て
く
れ
て
お
り

IV
　
＿
m

　
将
人
、
辿
ノ
日
会
こ
前
川
川
レ
［
刀
．
柏
人
形

芝
占
こ
も
人
会
し
て
い
た
‥
き
、
県
卜
五

厘
力

川
収
人
形
芝
川
か
ま
ー
ま
　
r
’
允
展

し
、
λ
長
く
伝
小
さ
九
ろ
ヒ
つ
、
私
と
7
1
」

の

し

し
ノ
八
た
け
て
な
く
皆
札
ん
の
こ
し
文
援

を
B
卯
い
い
た
し
ま
ー

　
　
　

（柏
収
人
形
・
．
」
川
止
・
只
ム
会
L
）

゜
叉

－
a
t
’
＝

1（・1・｜いしノ））‘J’！1・戊lt’1｛1＿∠］，

し
た
い
と
思
　
て
，
、
v
ま
し
た
レ
＝
｝
ろ
、
当

川
と
は
り
内
h
晶
も
力
久
わ
り
、
＃
に
中
引

k
L
先
叶
か
ら
強
い
賛
川
を
い
た
た
い
た

t

一

と
、
更
こ
－
ー
連
な
こ
と
に
服
肪
八
行
の

岸
先
牛
か
、
こ
の
、
U
に
己
詣
が
深
く
、
仙

極
的
に
d
徒
に
働
き
か
け
て
ト
さ
　
た
二

と
。
ま
た
林
座
々
長
の
岩
崎
さ
ん
は
し

め
、
特
に
川
訓
ご
ん
二
夫
妻
の
献
身
的
な

お

刊
折
り
、
引
い
て
は
ゾ
仕
全
休
の
川
解

と
、
地
域
礼
く
ム
の
支
援
楢
㌧
々
す
へ
て
が
そ

ろ
て
は
し
め
て
こ
の
糺
果
か
土
ま
九
た

も
の
と
思
い
ま
す
。
五
月
⊥
句
生
徒
へ
の

P
R
も
一
通
り
て
き
た
所
て
林
座
5
1
β
－
の

会
を
川
き
ま
し
た
c
ノ
ー
校
か
ら
数
分
の

所
に

あ

る
林
公
民
館
へ
出
か
け
、
岩
崎
さ

ん
、
川
加
さ
ん
な
と
か
ら
説
明
を
き
き
、

人
形
を
辻
，
て
万
せ
て
も
ら
し
ま
し
た
c

厚
木
東
高
校
ひ
が
し
座
の
活
動

　

「
　
　
　
操
の
玩
川
〔
り
な
き
、
涙
に
誠

衣
わ
せ
り
。
」
析
が
町
り
幕
が
＋
り
る
と
、

盛
大
な
拍
手
は
し
は
ら
く
吟
り
止
ま
な
か

　

た
。
爪
年
十
月
十
六
日
、
人
形
浄
瑠
璃

川
灯
会
ひ
か
し
吐
第
一
回
公
砂
の
時
の
こ

と
て
あ
る
。
二
こ
ま
て
こ
ぎ
つ
け
る
“
古
労

が
大

き
か
　
た
た
け
に
、
や
；
は
り
ゃ
．

て

”
か
　
た
、
二
れ
か
ら
も
自
信
を
拮

て

や

　

て
臼
二
う
と
い
う
気
括
か
r
こ
の

后
川
、
万
ん
な
の
一
致
し
た
気
拮
て
あ

た
。
d
徒
は
「
私
辻
の
・
直
技
を
万
ん
な
貞

剣
二
ゐ
て
く
れ
ま
し
た
。
」
「
涙
を
流
し
て

見
て
い
る
人
が
人
勢
い
ま
し
た
。
」
「
こ
ん

な
二
川
手
を
一
之
け
る
な
ん
て
、
想
像
も
し

て

い

ま
せ
ん
て
し
た
。
」
「
　
　
　
　
」

「
　
　
　
　

」

コ
徒
辻
は
そ
の
反
響
の

人
き
さ
ご
．
ー
川
し
な
か
　
た
人
き
な
況
き

を

見

え

匂

と
同
川
こ
、
ほ
ん
と
う
に
は
し

め

て

の

経
験
て

s
り
、
人
き
な
は
」
激
て
あ

　
た

ヒ
う
で
す
。
観
各
の
方
々
か
ら
は
、

r
ほ

ん

と
う
に
T
は
ら
し
か
A
た
。
」
「
若

し
ク
の
ー
－
止
力
1
く
ま
も
こ
れ
ま
て
に

＿

与
7
丘
τ
豪
儂
・
－
・
こ
’
、
？
、
，
’
砕
ξ
亭
『
i

二
の
吋
集
ま
．
た
ー
．
徒
は
三
十
数
名
で
し

た
り
獅
々
に
手
に
坂
　
て
触
れ
て
η
た

り
r
動
か
し
て
み
た
り
、
こ
れ
が
生
徒
と

人
形
と
の
交
字
通
り
は
し
め
て
の
て
あ
い

て

あ

，
た
の
て
す
。
以
よ
一
η
人
形
と
1
ー
ハ

に
、
川
き
、
1
ー
ハ
に
笑
い
、
人
形
の
不
思
議
な

吐
力
に
と
り
つ
か
れ
て
、
　
「
気
分
の
す
く

れ

な
い
川
で
も
人
形
の
山
を
見
、
胴
串
を

に

き
＿
た
と
た
ん
に
元
気
に
な
　
て
し
ま

っ
。
」
「
私
達
の
手
て
人
形
に
魂
を
人
れ
、

ヨ
き
占
ら
す
ん
て
す
。
」
と
い
う
域
に
達
し

て

き
ま
し
た
。
も
う
こ
れ
は
－
不
物
て
す
。

そ

の

ク
ラ
フ
活
動
と
し
て
の
教
育
的
仙
舶

な
と
と
改
め
て
論
す
る
要
は
な
い
高
麦
な

活
動
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
さ
て

二
の
一
年
間
の
反
省
に
立
，
て
実
除
1
の

川
題
占
、
を
〃
り
え
、
そ
の
対
策
を
の
へ
て
こ

の

稿
を
終
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
9
、
三

臼
周
川
と
い
う
短
い
間
に
、
基
本
的
な
川

練
か
ら
、
商
度
の
技
術
ま
て
身
に
つ
け
、

こ
れ
を
伝
え
て
ゆ
く
と
い
う
繰
り
返
し
に

な
る
。
口
、
　
一
年
間
一
切
の
迫
具
を
林
座

か

ら
化
り
て
や
r
て
き
た
が
、
い
つ
ま
て

も
こ
れ
に
頼
、
て
い
る
こ
と
は
て
き
な

い

。
回
、
児
、
市
の
文
化
財
を
生
徒
の
練

習
に
気
安
く
使
う
こ
と
は
、
損
札
を
弓
え

る
と
話
さ
れ
な
い
こ
と
て
あ
る
。
目
、
乍

業
ヨ
に
甲
な
る
高
校
叶
八
の
経
験
と
し
て

沼

田
　
貞
　
芳

　
　
　
。
」
「
思
わ
す
り
川
力
さ
れ
ま
し
た
o
」

「
郷
土
の
芸
能
も
こ
れ
て
パ
女
秦
て
す
。
」
な

と
の
こ
と
は
を
い
た
た
き
ま
し
た
。
こ
れ

に

力
を
得
て
、
老
人
ホ
ー
ム
の
慰
問
に
も

川
か
け
ま
し
た
。
ま
た
山
の
久
化
祭
に
も

招
待
さ
れ
ま
し
た
。
県
主
借
の
大
会
に
も

応
援

出
苗
し
ま
し
た
。
史
に
N
H
K
テ
レ

ヒ
に
出
演
し
た
こ
と
は
大
き
な
刺
激
と
な

り
、
次
の
た
し
物
に
首
慾
的
に
取
り
川
む

き
，
か
け
と
な
り
ま
し
た
v

　

さ
て
小
校
て
ク
ラ
フ
活
動
と
し
て
人
形

浄
瑠
璃
を
と
り
」
け
た
経
縛
に
も
と
り
ま

す

か
、
木
校
が
巾
内
・
方
川
の
旧
校
舎
か
ら

現
白
地
－
巾
内
林
地
区
ー
こ
移
転
し
ま
し

た

当
吋
（
昭
和
四
十
一
η
）
既
に
哀
退
の

一
途
を
た
と
，
て
い
た
林
座
を
何
と
か
東

回
校
と
品
ひ
つ
け
た
い
と
、
岩
崎
座
L
さ

ん

と
私
と
て
、
い
ろ
レ
う
と
や
，
て
〃
た

の
て

す

か
、
や
は
り
故
内
こ
す
と
い
つ

か
、
結
局
丈
現
て
き
す
に
n
り
ま
し
た
。

川
4
1
私
か
m
ひ
束
同
佼
に
赴
任
し
て
参
り

亨
し
た
の
こ
き
　
力
日
ニ
ノ
ー
以
二
そ
’
人
現

つ

♪
、
く
ノ
ハ
～
ζ
ノ

相
模
人
形
芝
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
史
へ

gー
　
　
ハ
　
’
　
～
　
　
　
く
　
s
　
～
　
　
　
～
　
　
　
礼
　
　
　
’
●
　
　
」
び

　　2
n 現
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つ
　

　
♪
　

　
　
　
　
　

し
　

宇
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し
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1
　
　
’
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ー
4
1
子
イ
”
葦
“
葦
赤
墾

終
1
5
せ
な
い
で
、
ひ
が
し
座
、
林
座
と
の
　
ー
、
ー
，
ー
ー
5
ー
ン

l：
p
つ
　
“
、
，
を
ぢ
、
（
ろ
必
要
力
あ
る
、
四
、
　
巾
川
L
之
化
館
∨

対
外
的
な
公
血
ス
ケ
ジ
．
一
ー
ル
、
η
闇
ツ
引
一
牧
野
人
形
（
県
ウ
門
物
加
）

げ

な
い
　
口
に
つ
い
て
は
、
そ
ま
つ
な
も

の
て

も
ヒ
い
か
ら
気
楽
に
遣
え
る
人
形
、

追
目
ハ
を
迩
次
作
、
て
ゆ
き
借
り
物
て
な
い

ひ

か

し
座
の
財
砿
に
し
た
い
。
臼
に
つ
い

て
は
へ
い
栢
そ
の
他
は
会
あ
る
二
と
に
先
才

を
招
い
て
後
弗
の
指
m
T
と
、
自
分
達
の
勉

強
を
さ
せ
、
’
臼
v
ノ
ロ
く
は
林
座
の
座
員
に

な
れ
た
ら
な
と
夢
を
描
い
て
い
る
。
四
、

四
に
つ
い
て
は
次
第
に
1
つ
の
ル
ー
ル
が

て

き
る
こ
と
と
思
う
が
、
無
制
限
な
出
偵

は

し
な
い
、
授
業
は
絶
対
に
払
物
に
し
な

い

等
の
原
則
は
い
う
ま
て
も
な
い
。
こ
の

機
く
ム
に
当
ひ
か
し
座
の
活
動
に
つ
い
て
遠

慮
〔
な
い
こ
意
見
や
、
こ
吐
w
U
を
頂
’
く
と
1
ー
ハ

に
、
第
二
年
目
の
活
動
を
お
見
」
り
ト
さ

る
こ
と
を
お
願
い
し
て
稿
を
終
り
ま
す
o

（6
か

し
座
凧
問
・
厚
木
東
，
”
校
教
頭
）

山

を
次
第
に
か
た
め
て
ゆ
く
。
四
、
林
圧

の

公
、
映
の
応
伝
出
山
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル

を
ち
え
る
。
η
て
あ
り
、
O
に
つ
い
て
は

出
し
物
を
拍
芝
し
て
、
い
く
つ
か
の
出
し

物
に
つ
い
て
徹
底
的
に
身
に
つ
け
さ
せ
、

指
導
者
な
し
て
も
価
久
に
下
級
コ
に
伝
入

て

ゆ

く
。
加
、
制
限
に
レ
．
〔
1
ー
リ
ー
を
広
一

　
　
　
〇

12

の　に

起k
tJJIiり

は多
力少
シ　0）

ラ異
の動
し、か
統
と

遺
品

ヒ

｝

よ
〔v＞

／

．心

　o

牧
l
l
l
1人

の
rA

l
l
と
仁
、

小
か
ら

見
る

か
ぎ
り
　、

各

さ

て
　、

川
収
人

形
芝
）
1
【
：

の
発
t
’
I

i
4

月多｝’1’t

t．、，

佐
に

竹
ら

れ
た

も

の
て

あ

る
　⊂

ん
と

は
　、

こ

の

人

造
か
始
め
ら

れ
た

以

今

1
1
名
作
と

う

た

わ

も

カ

フ

キ

を
1」二

す
る

れ川
る期
イ1を
「1

の
ほ
と

た　t＿．

　o

の
ち

’
、

ノ
ヤ

川

に

凸
及

し
　、

じ

四
v’

呼

は

れ
る
　o

　　　こ

ノΣの
阪1．｝、

る
NU

●

ノ
1

遺

　）
マ

手

竹式w

日興xl

た
　〔ノ

泣

的
に

本

圧
Kこ、
口

め
ら
ノし

は

l
t保

十

九

■

）L’

止

　足
v．，

人

は
L
遣

Aカ
ン

ラ

と

A

を

操
1
］

イ1　と　d

］，｝、

式つ
v「　o）
；

　　　人
　　　　　、

楽n岸
　伝il
川統岸
θ）　Lノ　刀1

通形甲
弥を
　、

人
1　ノ

）ら勺B”

と

い

わ

れ
／
ノ

CJ

し

人

の
†1

丁

か
操
f
］

｝
／
ノ

t
J
2
佃

形
久
化
財

v

巾
）－1

’

」 L’

　　人rl4）
411　｝1多　イ毎

収

と

川阪
し　の

く　久

人

形
之
1
，
，
1

は
人

木（9）

ilい1’

1蜴、

ill巾

沢人
　　仲

ピ⑫
名
Ik

引
ろ、

⑮
川

北
l
i
l
l

｝ソ⑩
木1「㌧

巾木
三巾
1］1攻

　　日1
（13）

1㌧」（11）

本1‘、‘

さ

れ
て
t　、

：
x
t）

v／

の

A多
く

は
カ

ノ

ラ

か

　　人　　　　｛6
　　谷　　　　・1
　　　　　　　　　　日

形1・l　　　I」i
　　　　　　　　　　ti

3

人

芝
）
、
］
1

の
あ

－一
／＿

他liYI

地”［1
1
メ

に

此
人

の
も

ろ
｛
，

r’x

地

鈴イ
・

乃
ノ
、

氏
NY

（7）1｛

砕s，
1
1
t
J

H
9
，
、

｛8）

）’1’

VY　01　ill

lll　ii似

　　入

111r形

ノ、A

人小

lJ

一

貝

　
ー
ド
ー
，
，
う

E

s
s
“
n
’
－

弓
　
i
　
　
’
　
－
　
響
‘

7　
－
T
う
w
w
n
y

＿

：＿
X
　
＿
i
．
L
＝
i
　
＿
　
．
　
＿
　
．
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（

＿

x
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●

．

U
t
t
－
T
－
’
　
r
　
r
l
ピ
n
v
　
－
－
ー
」

＿

I
r
－
1
ー
村
1
ー
＄
ー
ー

｛
選
択
さ
れ
た
二
人
遣
い
人
形
芝
居
　

r
／
、
、
　
　
　
　
　
ー
ヤ
λ
㌔
ル
ヤ
レ
ー
〃
・
“
〃
“
〃
ヤ
λ
・
“
λ
・
“
そ
“
、

1
奈
佐
原
文
楽
（
肋
木
県
）

尾

島
　
利
雄

　
　
　
　
　
　
　

八
小
仏
原
久
楽
は
、
栃
木
県
鹿
刀
m
巾
余
W

　
　
　
　
　
　

原
町

の

味
小
W
原
力
言
未
吐
（
荻
原
長
次
座
L
）

　
　
　
　
　
　

に

よ
つ
て
伝
一
小
さ
れ
て
い
る
三
人
、
廻
い
の

　
　
　
　
　
　

び
瑠
璃
人
形
芝
居
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
こ
の
一
座
は
、
余
伍
原
川
に
臼
居

　
　
　
　
　
　

を
か
ま
え
て
い
る
巴
商
玩
巾
者
や
サ
ラ
リ

　
　
　
　
　
　

ー
マ
ン
ニ
十
二
名
か
ら
な
り
、
座
付
ピ
さ
の

　
　
　
　
　
　

語
り
手
（
太
夫
）
と
糸
（
三
味
籾
）
は
他

　
　
　
　
　
　

地

区
か
ら
迎
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

二
の
人
形
一
圧
の
歴
史
は
、
口
碑
伝
小

　
　
　
　
　
　

と
人
形
頭
の
叩
」
井
や
烈
台
拮
な
と
に
よ

　
　
　
　
　
　

て
、
わ
す
か
に
伺
い
知
る
こ
と
か
て
き
る

　
　
　
　
　
　

の

ち
で
あ
る
が
、
　
一
応
、
江
戸
中
朋
に
二

　
　
　
　
　
　
　
の
地
に
伝
播
し
、
女
化
文
政
川
に
は
降
成
川

　
　
　
　
　
　

を
極
め
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
吋
八

　
　
　
　
　
　

を
経
る
に
従
っ
て
哀
徴
し
た
も
の
を
、
明

　
　
　
　
　
　

冶
二
十
九
・
四
十
η
の
二
回
に
わ
た
．
て

　
　
　
　
　
　

“□
地
ノ
．
二
L
的
九
た
七
八
阪
‥
文
．
楽
の
人
形
辻
い
内

コ
ぎ
…
．
…
、
ー
ミ
…
．
、
ー
、
，

　
　
　
　
　
　
　
2
　
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
（
兵
、
庫
県
）

川
小
伊
三
郎
（
吉
田
団
〔
旧
｝
）
に
ょ
　
て
再

興

さ
れ
、
現
在
は
そ
の
孫
弟
子
の
手
て
こ

の

交
楽
が
L
庖
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
二
十
八
勾
に
は
、
土
の
香
高
い
民

俗
芸
能
と
し
て
栃
木
県
の
無
形
文
化
E
に

指
定
さ
れ
、
同
四
十
六
年
に
は
国
の
佃
、
形

文
化
明
に
逆
択
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
ま
て
の
ー
。
・
偵
演
目
は
コ
ニ
番
聖
」

「
寺
小
屋
」
　
「
凸
屋
」
　
「
太
十
」
　
「
朝
顔

日
記
」
　
「
玉
藻
前
」
　
「
汝
達
三
」
　
「
三
八

己
」
　
「
阿
波
の
哨
門
」
　
F
弁
慶
上
使
」
「
弥

次
喜
多
」
な
と
で
、
な
か
ん
つ
く
「
太
十
」

「
阿
波
の
阻
」
門
」
　
□
久
達
三
」
な
と
の
出

し
も
の
は
こ
の
一
座
の
お
家
芸
と
な
－
，
て

い
る
。

　
近
翁
、
押
し
寄
せ
て
く
る
都
£
化
、
r

活
の
近
代
化
の
波
の
あ
お
り
を
く
．
・
て
こ

の
文
楽
人
形
も
一
時
士
頑
不
能
の
杁
態
と

な
，
た
か
、
昭
和
四
十
五
4
度
よ
り
、
鹿

沼
↓
川
の
後
継
者
育
成
資
金
を
含
む
物
心
両

面
に
わ
た
る
伝
助
と
地
元
の
伝
統
の
火
を

絶
や
す
な
と
い
う
声
か
導
火
壕
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
’

　
’
c
u
e
w
p
書

奈　仏三）yti　之　ンL

こ

れ
に

児
の

指
導
、
女
化
庁
の
山
皿
形
女

化
財
辻
択
な
レ
一
か
r
強
力
な
テ
コ
イ
レ
と

な
り
、
奈
佐
原
町
あ
け
て
の
奈
佐
原
久
楽

保
存
会
（
石
川
芳
松
会
L
）
か
強
化
さ
れ
、

若
手
の
後
継
者
十
四
名
の
入
量
人
座
を

見
、
ん
全
に
復
活
し
た
。
昭
和
四
十
六
η

i
〈
月
1
1
十
1
1
日
に
は
、
竹
の
香
も
な
つ
か

し
い
本
斯
台
を
十
数
勾
ふ
り
に
組
み
、
己

ほ
作
成
の
記
念
公
演
を
地
元
余
佐
原
川
て

行

な
い
、
大
好
評
を
は
く
し
、
こ
の
四
十

七
年
二
月
十
八
口
に
は
鹿
沼
巾
老
人
ホ
ー

ム

て

白
主
公
演
を
実
施
し
た
。

　

（栃
木
県
教
委
文
化
訳
　
指
呼
主
事
）

予
　
　
▲
　
S
　
，

て

宝
胞

前
後
（
一
し
四
五
～
1
七
六
五
）

と
川
定
さ
九
、
三
人
辺
創
始
後
二
、
三
卜

x
＝
後
の
し
の
て
あ
る
。
ま
た
、
卜
中
・
林

　
・
L
谷
・
前
臼
、
の
各
吐
も
十
八
川
紀
後
ー

1一

の
定
着
と
思
わ
れ
る
。

　

相
，
松
人
形
芝
居
の
一
般
的
牡
微
は
、
カ

　
ノ
ラ
か
勃
（
淑
木
よ
り
ゃ
や
小
ふ
り
｝
1
、
　
〃
八

砲
ふ
、
」
し
”
と
い
う
操
己
を
も
つ
．
一
と
’
、
あ

夕
。
（
巷
頭
の
「
鉄
砲
さ
し
系
謂
」
参
昭
、
）

　
”
鉄
砲
さ
し
”
は
淡
路
・
阿
波
の
操
己
と

＝
ハ
通
す
る
。
十
八
山
紀
の
淡
路
人
形
の
辿

手
た
ち
は
セ
ミ
プ
ロ
化
し
て
、
諸
川
を
め

［

／
、
り
、
広
孔
な
地
域
に
わ
た
．
て
地
方
人

．

形
の

允
、
1
を
促
が
し
た
。
淡
路
の
鉄
砲
さ

し
は
江
戸
を
中
心
と
し
た
関
束
一
円
に
も

∫日
及

し
た
こ
と
か
、
各
地
に
ル
る
カ
ノ
ラ

か

ら
門
五
川
来
る
。
川
模
人
形
芝
居
は
ぱ

戸
固
に
お
け
る
淡
路
操
己
の
牛
ふ
’
、
」
た
人
形

幅
坐

と
い
え
る
。

I
：

　

〔力
’
ン
1
1
ノ
〕
　
　
旧
小
内
ロ
ド
」
あ
る
カ
・
ソ
1
7
の
耗

数
は
約
三
百
八
十
個
の
多
く
を
数
え
、
全

川
［
第
四
位
て
あ
る
。
う
ち
、
工
数
が
鉄
砲

さ
し
カ
シ
ラ
て
あ
る
。
特
に
南
兄
柄
巾
有

　
の
璃
目
人
形
の
カ
シ
ラ
は
名
品
力
多
く
、

一

県
内
泊
数
の
ス
ト
，
ク
て
、
昭
和
三
十
一

一

－
－
、
阿
ぬ
の
人
形
師
大
琶
之
助
氏
を
招

　
い
て
三
十
個
を
修
川
し
た
。

　

「
現
況
〕
　
川
枚
人
形
之
居
の
移
絹
者
食

〕4

林

省
　
吾

　
一
、
’
て
の
川
よ

　

ぱ
路
人
形
の
お
こ
り
は
入
口
、
毘
長
の

川
（
・
四
胞
　
　
－
ハ
○
百
〔
勾
頃
）
択
津
西
泊
口
の

百
太
人
と
い
う
デ
コ
廻
し
が
、
ぱ
路
に
枝

り
、
川
三
条
川
（
い
ま
の
三
原
川
市
1
1
1
s
X
〈
）

こ

お

い

て
、
テ
コ
廻
し
の
芸
を
披
露
し
た

こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　

百
太
夫
は
、
b
て
の
後
三
条
ー
－
を
水
住
の

地

と
己
め
、
デ
コ
芝
居
の
昌
及
に
努
め
た

こ
と
に
よ
り
談
路
人
形
浄
瑠
璃
が
繁
栄

し
、
最
成
孤
期
に
は
四
十
八
座
を
数
え
て
い

た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

二
、
特
　
徴

　
大
阪
文
楽
の
元
祖
と
い
わ
れ
る
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
は
、
支
楽
人
形
よ
り
形
休
が
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
し
ら

る
か
に
大
き
く
重
い
。
こ
の
人
形
を
頭
つ

か

い
、
左
手
つ
か
い
、
足
つ
か
い
の
三
人

の

役
者
か
浄
瑠
璃
と
三
昧
線
に
合
わ
せ
て

f
き
た
人
形
の
ご
と
く
使
う
。
ま
さ
に
三

者
の
呼
吸
が
合
わ
な
け
れ
は
、
土
の
香
り

豊
か
な
人
形
の
恵
怒
哀
楽
は
か
も
し
出
せ

な
い
o

　
現

在
、
淡
路
こ
は
ば
路
人
形
座
、
市
川

六
之
咀
、
淡
路
源
之
鳴
の
三
座
が
あ
り
、

そ
の
人
形
つ
か
い
は
ほ
と
ん
ど
半
農
r
”
☆

で
曲
肌
閑
川
に
地
一
兀
て
興
行
を
し
た
り
、
地

方
巡
巣
に
出
て
い
る
。

　

人
形
は
女
楽
に
比
べ
て
素
朴
て
原
始
的

て

あ

り
、
そ
の
頭
は
三
、
四
割
か
ら
倍
近

く
も
大
き
い
。

　

そ
れ
は
役
者
（
人
形
つ
か
い
）
か
自
己

の
・
偵
技
を
よ
り
よ
く
見
せ
る
た
め
に
L
夫

し
た
も
の
で
、
l
谷
ふ
た
は
4
↓
記
の
能
谷

次
郎
直
実
な
と
武
者
人
形
は
、
十
キ
ロ
余

り
あ
る
。

　
支
楽
の
人
形
の
操
り
方
が
技
巧
的
て
せ

ん

細

な
の
に
比
へ
、
次
路
人
形
は
喜
怒
哀

楽
の
表
情
表
現
か
入
き
く
、
し
か
も
素
朴

て

力
強
く
甥
趣
に
冨
ん
て
い
る
。
庶
民
の

娯
楽

と
い
う
雰
囲
気
を
し
ょ
う
成
し
て
い

る
点
で
交
楽
よ
り
は
る
か
に
優
れ
て
い

↓炎　『各　ノ＼　∬多｜争　｝留｝情

る
。

　
　
　
　

◇
　
　
　
　
　
◇

　

こ
の
点
が
「
土
の
香
り
の
す
ろ
川
界
的

＋
［
典
芸
術
」
た
と
し
て
、
ソ
連
て
の
」
血

て
絶
讃
を
浴
び
た
。

　

ま
た
、
東
京
の
川
［
立
劇
場
ヨ
〆
ゆ
を
機
に

国
の
無
形
交
化
財
の
選
択
を
受
け
、
今
秋

は

ニ

ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ジ
ア
芸
術
協
会
の

招
行
に
応
し
ら
れ
る
よ
う
地
兀
で
は
そ
の

組
織
つ
く
り
に
励
ん
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l［

111’

後
継
者
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ir

古
典
芸
術
に
？
ざ
も
の
の
衰
退
は
、
s
s
　
1
i

路
人
形
浄
瑠
璃
に
も
T
し
く
及
び
、
淡
路

人
形
協
会
（
森
勝
会
長
）
を
中
心
に
地
元

三
原
郡
て

は

地
域
住
民
を
挙
け
て
後
継
者
一

の

養
成
に
努
力
し
て
い
る
t
　
1

　
れ
ボ
立
三
原
☆
同
丁
寺
昌
子
校
の
サ
－
ク
ル
活
動

「
郷
土

部
」
、
南
淡
町
役
場
職
員
の
「
人

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

形

部
」
笥
　
　
債
技
の
錬
据
に
励
ん
て
い
［

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

蒙
・
は
子
・
も
会
活
動
の
元
二

し
て
南
淡
町
賀
集
佃
井
子
と
も
会
、
三
原

町

市
小
学
校
子
と
も
人
形
グ
ル
ー
プ
な

と
、
チ
ピ
，

つ

か

い

の

老
令
化
が
悩
み
の
種
と
な
；
て

い

る
淡
路
人
形
の
保
存
に
、
明
る
い
話
題

の

l
つ
と
な
．
，
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　

（南
淡
町
企
画
室
広
報
係
長
）
　
．

コ

太
夫
の
誕
促
に
よ
り
人
形

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

L

・

成
の
悩
み
は
深
い
。
し
か
し
、

お
り
厚
木
東
同
校
の
動
キ
、
〉
や
、

別
掲
の
と

名

祢

i’1「

負
放

カ

i
フ

放

　　いふさ
各きりれ
座れをた
のな見こ
現いると
尻てとに
はあ　’　h

次ろ悲ろ
のう紗保
　　　　　　　　　　　　’と
｝
⊃

り
o

゜ 的イf
はf：

　か　’り
　　り　　弓」、　li｛1

　　レ　り　、；

　は切趣
　いり択

f長

　
谷

林

川

足
柏
人
形
芝
居

一
万

＝
二

六

二M
J

1
1
一

斤　＿

ノ、

∫
t

石

A

ヨ仲
奈
川

県

民
俗1
’
、

能
11と

　

v

◆

・ノ
　
　
．
、
　
　
～
　
　
・
～
　
　
ハ
　
　
　
～
　
　
　
ξ
　
　
　
ノ

〈
ム出
第
6
日
ン
の
次
の
ニ
ケ
に
川

に

誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の

て
、
お
詑
ひ
し
て
司
正
し
ま
す
。

一O
表
紙
の
号
数
第
か
ロ
ン
を
硲
か
：
ン
に
T

　
　
1
o

O
ア
ル
バ
ム
の
．
此
川
の
内
、
山
加
1
1
⌒
の
毘
踊

を
庇
踊
に
訂
正
。

1
5

寸

■

L

診t

｜

t
lも

：
；

｜

｝

．
　
｜
零
ξ
3
1
1
，
　
～
暑
　
‘
1
　
　
1
ー
ー
ー
ー
～
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1
～
1

ヨ
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弍

－
r
r
t
r
．
t
－
－
．
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－
－
．
　
－
i
－
－
ー
h
－
－

w
h
－
－
“
t
h
d
w
－
”
’
t

ー
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㊤



　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

孝
モ
ー
1
玉
ヨ
弓
　
　
㌔

一t

　
　
　
∨
．
一
　
．
　
　
　
　
　
　
・
三
一
一
　
三

雪
・
ミ
ー
r
－
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
呈
ー
ハ

　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
ニ

．

已
ミ
　
三
量
一
ヨ
蔓
き
才
．
量
・

g

二
藁
攣
暑
．
ぺ
，
透
藷
．
吉
讃
糞
竃
璽
、
遥
董
ず
葦
．
嚢
霧
i
澆
慧
譜
壕
蓑
ゴ

v
、
葺
ヌ
嚢
錐
還
零
三
二
窺
豊
書
子
墓

歳

づ
虐
縛
一
　
『
翼
1
3
讐
登
．
ぽ
縷

惇

ー

黍
　
　
￥

　
亘
　
　
　
・
観

t

蓄
■
苔
B
1
左
書
－
ξ
”
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“
－
N
I
p
t
－
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”
：
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’
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s
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r
l
　
－
ス
　
・
伝
言
板

一1

▽

…
第
9
回
県
民
俗
芸
能
大
会
は
、
平
塚

市
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、
7
月
9

口
（
日
）
平
塚
市
民
セ
ン
タ
↓
、
開
催
さ
れ

る
。
出
演
は
”
子
供
た
ち
の
民
俗
芸
能
”

の
予
定
。

▽

…
県
立
厚
木
東
高
校
で
は
、
4
6
年
5
月

頃
か
ら
三
人
追
い
人
形
芝
居
の
練
習
を
始

め
、
す
で
に
学
校
の
文
化
祭
な
ど
で
ヒ
演

し
た
。
演
目
は
「
絵
本
太
功
記
・
尼
ヶ
崎

の
段
」
。

▽

…
県
立
高
浜
高
校
（
平
塚
市
）
の
児
童

文
化
部
で
は
、
4
7
年
1
月
か
ら
「
乙
女
文

楽
」
を
習
い
始
め
た
。
な
お
、
　
「
乙
女
文

楽
」
は
県
立
茅
ケ
崎
高
校
に
も
保
存
さ
れ

て

い
る
。

▽

…
「
足
柄
さ
さ
ら
踊
保
存
会
」
（
南
足

柄
市
）
で
は
、
小
学
生
の
女
子
を
対
象
に

後
継
者
の
育
成
に
つ
と
め
て
い
た
が
、
丸

々

踊
・
扇
踊
な
ど
そ
の
成
果
が
実
っ
た
。

▽

…
横
浜
市
内
に
現
存
す
る
唯
一
の
一
人

立
ち
三
頭
獅
子
舞
「
驚
神
社
の
獅
子
舞
」

（
港
北
区
元
石
川
町
）
の
保
存
会
が
4
月

に

結
成
さ
れ
る
。

▽

…
6
月
1
0
・
1
1
日
の
両
日
、
国
立
劇
場

で
の
民
俗
柚
云
能
の
公
演
に
、
　
本
県
か
ら

r
乙
女
交
楽
」
が
出
演
す
る
。
他
に
八
王

子
の

「
車

人
形
」
、
佐
渡
の
「
文
弥
と
の

ろ
ま
人
形
」
等
が
演
じ
ら
れ
る
。

▽

…
4
6
年
度
会
費
未
納
の
方
は
、
次
の
い

ず

れ
か

の

方
法
に
よ
り
納
入
し
て
下
さ

い
。

　
ω
事
務
局
に

直
接
郵
送
。

　
②
郵
便
局
の
振
替
を
利
用
（
各
郵
便
局

に

あ

る
振
共
日
用
紙
に
口
座
番
号
ー
横
浜
一

三
四

二

八
、
協
会
名
を
記
入
。
料
金
は
五

百
円
ま
で
二
十
円
、
千
円
ま
で
三
十
五
円
）

　
㈲
横
浜
銀
行
の
振
込
を
利
用
（
各
支
店

に

あ
る
当
座
口
振
込
依
頼
書
に
横
浜
銀
行

県
庁
支
店
・
普
通
預
金
・
口
座
番
号
七
九

七
ー
七
〇
八
・
受
坂
人
ー
神
奈
川
県
民
俗

芸
能
保
存
協
会
々
長
　
李
家
孝
等
を
記
入

料
金
は
無
料
）

▽

協

　
会
　
日
　
誌
△

47
年

2
月
1
0
日
　
横
浜
・
県
立
音
楽
堂
で

　
日
木
民
俗
音
楽
と
舞
踊
の
鑑
賞
会
を
開

　
催
。

2
月
1
6
日
　
理
事
会
を
横
浜
市
叩
区
で
開

　
催
。
4
7
年
度
事
業
計
．
画
等
に
つ
い
て
審

　
議
。

2
月
2
6
日
　
国
無
形
文
化
財
選
択
記
念
「

　
相
模
人
形
芝
居
大
会
」
を
藤
沢
市
民
会

　
館

小
ホ

ー
ル
で
開
催
。
出
演
団
休
5
e

　
観
客
約
四
百
名
。

＠
⑧
⑧
㊥

　

「
相
模
人
形
芝
居
大
会
」
は
、
下
中
．

長

谷
・
林
の
三
座
が
国
の
無
形
交
化
財

に

選
択
さ
れ
ま
し
た
の
を
記
念
し
て
去
る

2
月
2
6
日
、
藤
沢
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
湘
南
地
方
で

は

珍

し
く
朝
か
ら
雪
模
様
で
、
川
横
者
の

意
気
込
み
に
水
を
さ
す
よ
う
な
天
候
で
し

た

が
、
開
会
す
る
時
に
は
四
百
三
十
の
客

席
が
ほ
と
ん
ど
埋
ま
る
よ
う
な
盛
況
で
、

主
催
者
側
も
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
一
日
で

し
た
。

　
県
内
に
は
現
在
5
座
の
人
形
芝
居
が
保

存
さ
れ
r
活
動
中
で
す
が
、
こ
れ
は
県
単

位
で
は
全
国
一
の
数
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ

本
県
に
は
か
く
も
多
く
の
人
形
芝
居
が
現

存
す
る
の
か
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
こ

の
質
問
に
対
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

ま
ず
第
一
に
実
際
に
保
存
さ
れ
て
い
る
方

々

の
努
力
の
賜
も
の
で
あ
り
、
長
い
間
保

持
さ
れ
た
ワ
て
の
熱
意
と
誇
り
の
結
晶
と
い

え

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
元
民
の
協
力
と

県
及
び
市
町
村
の
そ
れ
な
り
の
支
援
も
あ

っ

た

で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
当
日
驚
か
さ

れ
た

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
人
形
芝
居
に

対
す
る
観
客
の
理
解
で
す
。
太
夫
と
と
も

に

義
太
夫

を
客
席
で
語
う
て
い
る
人
が
な
．

ん

と
大
勢
い
ま
し
た
こ
と
か
。
見
せ
場
に

な
る
と
大
き
な
拍
手
が
起
る
の
も
当
然
と

い
え

ま
し
仁
う
。
こ
の
観
客
の
熱
気
が
川

満
者
に
伝
わ
る
。
出
演
者
が
そ
れ
に
答
え

る
べ
く
熱
演
す
る
と
い
う
両
者
の
一
休
感

は

見
せ

る
こ
と
を
柱
と
す
る
人
形
芝
居
に

は
特
に

必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
形
芝
居

保
存
の

エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
の
で
あ
ろ
う

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
永
川
衡

吉
先
生
の
民
俗
芸
能
に
対
す
る
深
い
愛
情

と
繊
細
な
配
慮
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

県
女
化
財
専
門
委
員
や
協
会
刑
会
長
な
ビ

の

立
場
を
越
え
て
、
人
形
芝
居
に
限
ら
ず

か

な
が
わ
の
民
俗
芸
能
全
般
の
保
存
と
発

展
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
（
小
野
記
）
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ト
　
　
　
ド
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コ
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エ
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な
が
わ
の
民
俗
芸
能
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